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　本委員会がキックオフしたのは、東日本大震災の直後の2011年4月であっ

た。その年の11月にはタイで大洪水があり、自然と共生する厳しさを骨身に

染みて実感したと言えるだろう。その後に「六重苦」と言われた日本の事業

環境へさらに重くエネルギー高や超円高がのし掛かり、「このままでは日本は

完全に競争力を失い、三流国になってしまう」という危機感が、現実味を持っ

て私たちの中に生まれてきた。 

　世界に目を転じると、最近やや落ち着いているものの依然として「危機」に

ある欧州、財政問題を抱えつつ一方で「シェールガス革命」に沸く米国、年

間7％台の成長率へと「ソフトランディング」する過程でPM2.5による大気汚

染問題に直面した中国など、この２年だけでも大きな変化が生じている。

　こうした中、私たちは「激動のグローバル化時代にどう勝ち続けるか」を考

えてきたわけだが、単に目前の収益を上げることにとどまらず、「持続可能な

経営」とは何か、真に世界で通用する日本の企業の在り方とは何かについて、

じっくりと検討し語り合うことができたのは、とてもいい機会だったと思っている。

正副委員長会議での議論も、国内外の有力経営者や有識者による講演の

数々、およびその後の委員会のディスカッションも、いつも大変興味深く、ビジ

ネスに即刻役立ちそうな、とても勉強になる内容のものばかりだった。皆さん

お忙しい中、時間をやり繰りしながら委員会活動を続けたわけだが、私自身

いつも、委員会の次の予定を心待ちにしていた。

　テーマがテーマだけに、１年の活動では「成果物」を生むに至らなかった。

そこで、同じ体制のまま委員会活動を２年間へと延長してもらった。それとほ

ぼ同じくらいの時期に、成果物は「白書としよう」という合意が関係者の間に

出来上がった。２年をかけ幅広い検討と議論を重ねるだけに、まとめるのにも

時間がかかるだろうが、それ故にその積み重ねにはきっと「得難い価値」とい

うものが付与されるはずだ。とにかく、委員会活動はいつも非常に面白く、為

はじめに
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になる。ならば提言に短くまとめるのではなく、「白書」の分量にして活動を余

すところなく取り込んで整理し、委員会内に限らず、この「経営改革委員会の

２年間の活動そのもの」を、広く皆さんに追体験していただこうという意気込

みが生まれたのだ。

　以上のように「白書」化に秘かな自信を抱いていた私たちだが、現実にま

とめの作業に入って、また大変な「激動」を味わうことになった。活動の集約、

編集作業のピーク時に、日本でも政権交代が起こり、それを機に日本経済も

またもの凄い速度で動き始めたのである。「激動のグローバル化の時代」を

語るにふさわしい内容だと思っていた記述が、チェック用原稿としてプリンタ

ーから出てきたときにはもう、陳腐な中身になってしまっているのを何度も経験

した。過激な表現を試みたところに限って政府に先に動かれ、原稿の大幅修

正を余儀なくされたという印象もなくはない。

　「豊かさ」とは一体どのようなことを言うのか。企業に生き、企業で働く私た

ちは一体何を目指すべきなのか。勿論、「絶対に儲けてやる！」という覚悟と決

意で臨むのだが、企業活動も、そして働く私たち自身も、手にする金銭的報

酬以上の何かをそこに求めている。「持続可能な」という言葉はその求める

ものの在り方を説明するに過ぎず、求めるものそのものを、私たちは具体的に

探らねばならなかった。まず「成長とは、発展とは何を指すのか」というところ

から、「長い道のりのものがたり」を始めたのである。

　２年間の私たちの活動をまとめた本白書をご一読の上、私たちとまた「持

続可能な経営」について、語り合っていただきたいものである。

　最後になったが、これまでの関係者ご一同のご尽力に改めて心より感謝

の意を表するとともに、２年間にわたった本委員会の活動を暖かく見守りなが

ら、ご支援、ご指導いただいた長谷川閑史代表幹事に心よりお礼の言葉を

申し上げたい。
2012年度　経営改革委員会
委員長　小林　喜光
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